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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第１四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 55,880 9.4 2,750 28.9 3,310 14.1 2,247 9.1

2023年３月期第１四半期 51,080 17.9 2,133 68.2 2,902 96.0 2,060 104.5
(注)包括利益 2024年３月期第１四半期 3,798百万円( 70.0％) 2023年３月期第１四半期 2,234百万円( 95.3％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第１四半期 90.55 ―

2023年３月期第１四半期 82.50 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第１四半期 159,360 85,336 53.5

2023年３月期 153,635 84,641 55.1
(参考) 自己資本 2024年３月期第１四半期 85,336百万円 2023年３月期 84,641百万円
　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 ― 40.00 ― 50.00 90.00

2024年３月期 ―

2024年３月期(予想) 50.00 ― 50.00 100.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 223,000 △1.9 9,500 △7.9 10,000 △9.1 7,000 △10.7 282.04
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期１Ｑ 25,025,242株 2023年３月期 25,025,242株

② 期末自己株式数 2024年３月期１Ｑ 683,780株 2023年３月期 46,921株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期１Ｑ 24,819,077株 2023年３月期１Ｑ 24,978,344株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対する行動制限の緩和によ

り、 経済活動の再開が進み、個人消費や設備投資の持ち直しが見られる一方で、ウクライナ情勢の長期化、エ

ネルギーや資源価格高騰の長期化、為替相場の変動や物価上昇の影響等、依然として先行き不透明な状況で推移

しました。

このような状況下にあって、当社企業グループは、中長期経営計画「NEW C.C.J2200」が３年目を迎え、来る

べき未来社会に選ばれる技術商社として、ロボットやＭ２Ｍ技術を活用した工場の自動化、省人化ニーズへのシ

ステム対応や３Dプリンターによる新しいものづくり技術の普及に向け引き続き取り組むと共に、当社企業グル

ープの高い技術力を発信する場として世界最大級の食品製造総合展「FOOMA JAPAN 2023」や「関西物流展」に出

展し、お客様の現場の課題解決に向けた活動に注力いたしました。経営面では利益生産性の向上を図るべくデジ

タル化を推し進めて業務の合理化・効率化にも取り組んでおります。また、製品の納期が長期化する中で在庫の

確保・拡充に取り組むとともに、お客様の需要動向を的確に捉えた販売活動に引き続き注力してまいります。

当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高558億80百万円（前年同期比9.4％増）、営業利益27億50百万円

（前年同期比28.9％増）、経常利益33億10百万円（前年同期比14.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

22億47百万円（前年同期比9.1％増）の結果となりました。

セグメント別については以下のとおりであります。

〔ＦＡシステム事業〕

売上高：293億49百万円（前年同期比19.7％増）、営業利益：15億84百万円（前年同期比68.1％増）

ＦＡ機器分野では、半導体製造装置関連や物流関連等の設備投資に多少の一服感は見られるものの、依然旺盛

な受注残に支えられ、プログラマブルコントローラー、インバーター、ＡＣサーボが大きく増加するとともに、

低圧配電制御機器も好調に推移しました。産業機械分野では、レーザー加工機が大きく伸長しました。産業デバ

イスコンポーネント分野では、子会社で表示器や産業用ＰＣ等の販売が好調に推移しました。

その結果、当事業全体の売上高は、前年同期比19.7％の増加となりました。

　

〔半導体デバイス事業〕

売上高：213億43百万円（前年同期比0.8％減）、営業利益：12億１百万円（前年同期比1.2％減）

半導体デバイス事業では、メーカーによる製品供給の回復と旺盛な需要を受けてパワー半導体は大幅に増加し

ました。マイコン及びロジックICは前年並みで推移しました。また、海外においては日系企業向けを中心に堅調

な推移となりました。電子デバイス分野では、コネクターなどの接続部品が減少しました。

その結果、当事業全体の売上高は、前年同期比0.8％の減少となりました。

〔施設事業〕

売上高：40億31百万円（前年同期比8.7％増）、営業損失：20百万円（前年同期は29百万円の損失）

施設事業では、前期に好調であったエコキュートや電気温水器等に一服感が見られたものの、リニューアル需

要を受けてＬＥＤ照明や物流倉庫関連に昇降機が増加するとともに、大型再開発案件向けなどに受配電設備が大

幅増加しました。

その結果、当事業全体の売上高は、前年同期比8.7％の増加となりました。

〔その他〕

売上高：11億55百万円（前年同期比13.7％減）、営業損失：15百万円（前年同期は４百万円の利益）

ＭＭＳ分野では、立体駐車場向け金属部材は堅調ながらも部材の価格高騰と円安の影響から利益確保は厳しい

状況でありました。ＥＭＳ分野では、部材不足の影響を受ける中、家電向け液晶基板ビジネスが堅調に推移しま

した。

その結果、その他事業全体の売上高は、前年同期比13.7％の減少となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて57億25百万円増加の1,593億60百

万円となりました。この主な要因は、棚卸資産の増加50億28百万円によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べて50億30百万円増加の740億24百万円となりました。この主な要因は、短

期借入金の増加76億45百万円であります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて６億94百万円増加の853億36百万円となりました。この主な要因は、

その他有価証券評価差額金の増加15億14百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年３月期の連結業績予想につきましては、2023年５月11日に公表いたしました業績予想を据え置いており

ます。

なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、実際の業績

等は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,596 12,068

受取手形、売掛金及び契約資産 74,428 72,866

棚卸資産 34,010 39,038

その他 4,553 4,228

貸倒引当金 △65 △63

流動資産合計 124,523 128,138

固定資産

有形固定資産 5,474 5,471

無形固定資産 649 700

投資その他の資産

投資有価証券 20,675 22,750

退職給付に係る資産 1,205 1,204

その他 1,186 1,172

貸倒引当金 △80 △76

投資その他の資産合計 22,987 25,049

固定資産合計 29,112 31,222

資産合計 153,635 159,360

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 49,833 48,657

短期借入金 6,792 14,438

未払法人税等 2,288 975

賞与引当金 1,695 865

その他 5,219 5,232

流動負債合計 65,829 70,169

固定負債

長期借入金 89 83

退職給付に係る負債 616 615

その他 2,459 3,155

固定負債合計 3,165 3,854

負債合計 68,994 74,024
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,874 5,874

資本剰余金 6,146 6,146

利益剰余金 65,057 66,056

自己株式 △58 △1,912

株主資本合計 77,020 76,164

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,716 7,230

繰延ヘッジ損益 △1 3

為替換算調整勘定 1,469 1,528

退職給付に係る調整累計額 435 408

その他の包括利益累計額合計 7,620 9,171

純資産合計 84,641 85,336

負債純資産合計 153,635 159,360
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 51,080 55,880

売上原価 44,131 48,020

売上総利益 6,948 7,859

販売費及び一般管理費 4,815 5,108

営業利益 2,133 2,750

営業外収益

受取利息 20 17

受取配当金 172 188

為替差益 531 368

その他 63 40

営業外収益合計 788 615

営業外費用

支払利息 9 13

自己株式取得費用 － 35

その他 9 6

営業外費用合計 19 55

経常利益 2,902 3,310

税金等調整前四半期純利益 2,902 3,310

法人税等 842 1,063

四半期純利益 2,060 2,247

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,060 2,247
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 2,060 2,247

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △240 1,514

繰延ヘッジ損益 △0 5

為替換算調整勘定 439 58

退職給付に係る調整額 △25 △27

その他の包括利益合計 173 1,550

四半期包括利益 2,234 3,798

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,234 3,798

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2023年６月５日開催の取締役会決議に基づき、自己株式636,700株の取得を行っております。当該自己

株式の取得等により、当第１四半期連結累計期間において自己株式が18億54百万円増加し、当第１四半期連結会

計期間末において自己株式が19億12百万円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

FAシステム

事業

半導体デバ

イス事業
施設事業 計

売上高

日本 23,636 13,730 3,709 41,076 1,154 42,231 － 42,231

アジア他 885 7,778 － 8,663 185 8,848 － 8,848

顧客との契約から
生じる収益

24,522 21,509 3,709 49,740 1,339 51,080 － 51,080

外部顧客への売上高 24,522 21,509 3,709 49,740 1,339 51,080 － 51,080

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 24,522 21,509 3,709 49,740 1,339 51,080 － 51,080

セグメント利益又は損失(△)

(営業利益又は営業損失(△))
942 1,215 △29 2,129 4 2,133 － 2,133

（注）「その他」の内容は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「ＭＳ事業」を含んでおります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2023年４月１日　至 2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)

合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

FAシステム

事業

半導体デバ

イス事業
施設事業 計

売上高

日本 28,221 13,857 4,031 46,110 1,118 47,228 － 47,228

アジア他 1,128 7,486 － 8,614 37 8,651 － 8,651

顧客との契約から
生じる収益

29,349 21,343 4,031 54,724 1,155 55,880 － 55,880

外部顧客への売上高 29,349 21,343 4,031 54,724 1,155 55,880 － 55,880

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ － － － － － － －

計 29,349 21,343 4,031 54,724 1,155 55,880 － 55,880

セグメント利益又は損失(△)

(営業利益又は営業損失(△))
1,584 1,201 △20 2,765 △15 2,750 － 2,750

（注）「その他」の内容は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「ＭＳ事業」を含んでおります。

　


